
各農機の稼働状況が分かる
から的確に作業指示が出せる。

現在実施中の実証プロジェクト ① -データ連携機能の活用-

メーカーの壁を越えたトラクター作業データの共有

○ これまで共有できなかった異なる農機メーカーのトラクター作業データを、農業データ連携
基盤を活用することで、生産者同士で相互に参照可能にするプロジェクトを実施中。

○ 本実証により、地域や集落営農単位での農機の効率的な利用の実現を目指す。

WAGRI

農機メーカーA 農機メーカーB

農機メーカーC

【現状と課題】
農機メーカー間でデータを連携すること

ができず、メーカーが異なると、どの農機が
どこで何の作業しているのか一元的に把握
できない。

【実証（WAGRI）の効果】
異なる農機メーカーのトラクターの作業データを

一元的に把握できるため、農機の効率的な利用が
可能になる。
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品種名 ●●●●

●月■日

■月▲日

移植日

出穂予定日

・・・

・・・

作付けデータに
基づき予測

水稲生育予測システム

現在実施中の実証プロジェクト ② -データ共有機能の活用-

ビッグデータ活用による水稲生育予測システムの効率的改良

○ 水稲生育予測システムを多数の農業者に活用してもらい、農業データ連携基盤上で、水稲
生育に関するデータをビッグデータ化して活用することで、個々の農業者では達成できない、
効率的にシステムの予測精度を改良するプロジェクトを実施中。

○ 本実証により、迅速なシステムの機能改善、農業者への質の高いサービスの提供を目指す。

【現状と課題】
水稲生育予測システムは、予測値と実績値とを

比較することで予測精度を改良することができるが、
個々の農業者のデータでは、データ数が少ない
ため予測精度の改良が進まない。

【実証（WAGRI）の効果】
ビッグデータの活用により、システムの予測精度を

迅速かつ効率的に改良でき、農業者は、より精度
の高いシステムを利用可能になる。

WAGRI

④ 農業者に対して予測精度
を改良したシステムを提供

② 共有可能データ
をビッグデータ化

③ ビッグデータにより、
予測精度を迅速
かつ効率的に改良

① 多数の農業者が
生育予測システム
を活用

予定日と実際の
出穂日とを比較し、
予測精度を改良
することが可能。

16



17

現在実施中の実証プロジェクト ③ -データ提供機能の活用-

農業データ連携基盤の活用による農業ICTサービスの機能向上

【現状と課題】
様々な農業ICTサービスがあるものの、

初期設定が大変、必要なデータを一元
的に把握できないなど、農家が導入するに
あたり心理的ハードルがある。

【実証（WAGRI）の効果】
農業データ連携基盤から取得するデータにより、ICTサービス

の初期設定が容易になるとともに機能が向上し、農業者は、
より使いやすいICTサービスを活用可能になる。

○ 農業データ連携基盤を通じて気象、土壌、生育予測等に関するデータやサービスを取り込んで
農業ICTサービスの機能を向上させ、実際の生産現場で活用するプロジェクトを実施中。

○ 本実証により、農業者によるICTサービスの利用拡大、データに基づく農業の実践を目指す。

① ②

③
⑤

④ ⑥

⑧
⑦
⑨

⑧

農地の区画を何筆も
手作業で作成するの
は大変・・・

必要なデータを別々
の画面で確認するの
は面倒・・・

土壌データ

気象データ

26℃／14℃
20％

●月■日

①
②

③ ④
⑤

⑧ ⑨
⑦

⑥

WAGRIより各種
データを入手して
活用

農地の区画情報
（筆ポリゴン）

水稲生育
予測

システム

生育
予測
モデル

気象データ

WAGRI

出穂日と気象情報

圃場① 〇月○日 （●℃、雨）
圃場② 〇月×日 （▲℃、晴れ）
・・・ ・・・ ･･･

圃場データ

土壌データ



今後期待される取組 ①

システムの相互連携によりデータをフル活用した栽培管理の実施

農業データ連携基盤を活用して異なるメーカーのシステム間での相互連携が進むことで、各農家
がデータをフル活用して、最適な栽培管理を選択・実施できるようになることが期待される。

WAGRI
各種データを
統合・分析

今までは ・・・
異なるメーカーのシステム間でデータ連携さ

せることができないため、生産を通じて取得する
データを有効活用することが難しい状況。

農業データ連携基盤により ・・・
異なるメーカーであってもシステム間でのデータ

連携が可能になり、生産を通じて取得するデータ
をフル活用することにより、農家ごとに最適な栽培
管理を選択・実施することを実現。

18

栽培履歴データ

土壌データセンサーデータ

過去の収量データ

データをフル活用して
農家ごとに最適な栽培管理

を選択・実施

データの蓄積により、
栽培管理を高度化



圃場データを確認
するために、作業中
にスマホを操作する
のは面倒・・・

今後期待される取組 ②

音声認識システムの活用によるデータ確認・入力等にかかる負担の軽減

今までは ・・・
作業中にスマホ等を操作してデータを

確認することや、作業後の日誌作成が、
農業者の負担になっている。

農業データ連携基盤により ・・・
営農管理ソフトに音声認識機能を追加することで、音声で圃場

データの参照や作業記録の入力等を行うことが可能になり、農業者
の作業中や作業後のデータ確認や入力にかかる手間を軽減。

19

音声データはテキストデータ
として蓄積され、作業記録
の入力や日誌作成にかかる
手間を軽減

今から、A圃場の収穫
作業を開始します。

昨年は●月■日に収穫
を行いました。

B圃場で病気が発生
しているようなので画像
を送ります。

90％の確率で●●病
です。対策を送りますの
で参考にして下さい。

作業後に日誌を
つけるのは負担
が大きい・・・

日時：●月●日
作業内容：

8:00- ○○
10:00- □□
・・・・・・ ・・・・

作業日誌

- 作業中のスマホ操作 -

- 作業後の日誌作成 -

営農管理ソフト

A B

C

WAGRI
音声認識
システム

WAGRIを活用して、営農管理
ソフトに音声認識機能を追加

農業データ連携基盤を通じて提供が予定されている音声認識システムを活用し、営農管理ソフトなど
に機能を追加することで、農業者の作業中や作業後のデータ確認や入力にかかる手間を軽減する
サービス等が提供されることが期待される。



今後期待される取組 ③

地域内における農業者間のデータ共有による産地競争力の強化

農業データ連携基盤を活用して農業者間でのデータ共有が進むことで、地域内で各種データを
共有・活用して、技術・経営力の底上げや技術継承などに取り組まれることが期待される。

D

C

B

A

防除コスト （円/10a）

D

C

B

A

収量（kg/10a）

※ 各種データの提供・共有・活用にあたっては、関係者間
でのルールに基づく合意形成が前提

ＤＣ

Ａ Ｂ

WAGRI
地域内で

各種データを共有
ＤＣ

Ａ Ｂ

今までは ・・・
地域内の農業者のデータは個々で完結して

おり、地域全体での技術・経営力の底上げや
技術継承が難しい状況。

農業データ連携基盤により ・・・
農業者間でのデータ共有が可能になり、地域

全体での技術・経営力の底上げや、技術継承の
効率的な実施を実現。
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今後期待される取組 ④

産地間でのデータ共有による我が国の輸出力強化

農業データ連携基盤を活用して産地間でのデータ共有が進むことで、農産物の海外市場獲得の
ために各産地が協力して、年間を通じての輸出量の確保や流通コストの削減などに取り組まれる
ことが期待される。

産地Ｃ産地Ａ

産地Ｄ 産地Ｂ

WAGRI
産地間で

生育状況等を共有

産地Ａ

今までは ・・・
産地間でのデータ共有が進まず、地域

ごとに海外輸出に取り組んでいるため、年
間通じての輸出量確保、流通コストの削減
が難しく、海外市場の獲得にあたってのハー
ドルが高い状況。

農業データ連携基盤により ・・・
産地間でのデータ共有が可能になり、農産物の海外

輸出のための周年での輸出量確保、流通コストの削減
等を実現し、海外市場における競争力を強化。
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産地Ｂ

産地Ｃ

産地Ｄ

産地 生育時期
A
B
C
D

• 生育状況を共有し、
年間通して一定の
輸出量を確保できる
ように調整。

• 出荷時期を調整す
ることで流通コストを
削減。



産地A

産地B

a社

b社

c社

d社
・
・

生産情報と受発注・在庫情報に基づく
最適な集荷・発送ルートの選定

消費者行動分析等に基づく
生産・作業計画支援高精度な出荷・需要予測

廃棄ロスのない
計画生産・出荷

22

○ 現在、農業データ連携基盤では、生産（主に水稲）に関するデータの蓄積が進んでいる。

○ 今後、これを強化（データの充実、対象品目の拡大）するとともに、流通、食品製造、輸出振興
等と強力に連携し、生産から流通、加工、消費までデータの相互利用が可能なスマートフード
チェーンを創出し、農業におけるSociety5.0（超スマート社会）を実現する。

消 費 者 ・ 実 需 者
ニーズにあった生産
計画等を提示

最適な輸送
手段・ルート
等を提示

生産から流通、加工、消費までデータの相互活用が可能な
｢スマートフードチェーン｣ を構築

スマートフードチェーンの構築により可能となる取組例

生産 (川上)
（生産・収穫・選別）

流通・加工 (川中)
（集荷・輸送・貯蔵・加工）

販売・消費（川下）

農業データ連携基盤の今後の方向性 （スマートフードチェーンの構築）

http://2.bp.blogspot.com/-RA_r9EVIbto/Ur1Hh8V6SRI/AAAAAAAAciE/UFlqD_v-9nM/s800/hatake.png
http://2.bp.blogspot.com/-RA_r9EVIbto/Ur1Hh8V6SRI/AAAAAAAAciE/UFlqD_v-9nM/s800/hatake.png
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農業データ連携基盤協議会____________________________

会員数：209社（2018年７月13日時点）

オブザーバー：内閣府、農林水産省、内閣官房、総務省、経済産業省、気象庁

ホームページ：https://wagri.net
（協議会への参加申込みは、上記ホームページで受け付けています。）

目的：データの連携・共有・提供などの機能を有する農業データ連携
基盤の設計・開発・運営などについて、提案・検討や普及・啓発
活動を通じ、各機関・個人等が農業データ連携基盤を活用する
などにより、農業関係のデータの利活用の拡大に向けて農業関
連サービスの拡充、会員間の情報連携・共有や新たなサービス
の創発に寄与することを目的とします。

○ 農業データ連携基盤の取組に広く様々な主体からの参画を得るため、
2017年８月に「農業データ連携基盤協議会」を設立。

○ 今後、生産現場での利活用に加え、流通から消費まで連携の取組を拡げ、
農業や関連産業に役立つサービスの拡大を図る。

農業データ連携基盤への参画機関拡大に向けた取組

農業データ連携基盤協議会の設立 ①
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農業データ連携基盤協議会ホームページ

○ 農業データ連携基盤協議会のHPをAPIポータルと一体化させた形で公開しており、
農業データ連携基盤から取得可能なデータ・システムを確認することが可能。

○ 現在、農業データ連携基盤協議会の会員組織に対して順次、農業データ連携基盤
の利用に必要なIDを払い出しているところ。

APIポータル
農業データ連携基盤より取得できる
データ・システムを確認可能

各データの詳細を確認可能

農業データ連携基盤への参画機関拡大に向けた取組

農業データ連携基盤協議会の設立 ②



こ
れ
ま
で

2017年 ４月・ 農業データ連携基盤の構築を開始

８月・ 農業データ連携基盤協議会を設立

12月・ 農業データ連携基盤のプロトタイプ稼働を開始

今

後

S

2018年 秋頃・ スマートフードチェーンに関する研究開発を開始（2022年度まで）

2019年 ２月頃・ 農研機構を運営母体とする運営体制を構築

４月・ 農業データ連携基盤の本格稼働を開始

2023年 ４月・ スマートフードチェーンを構築

農業データ連携基盤に関するスケジュール

・・・・

25

・・・・
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